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品番を調べる

品番の見方

品番を調べる

各部のなまえ

75 3 T X G

※品番にUが付く場合のみ、中央鏡がくもり止めコートになります。

品番

MPV1-753TXJU

A0101-15A010001
8.4W

MPV1

MPV(1)…PVシリーズ
防湿仕様

TX
TY

J LED電球鏡裏全収納
扉

MPV1-753TXJ(U)(-G)
MPV1-753TYJ(U)(-G)

照明カバー

袖鏡扉

電源プラグ付コード

コンセント

照明スイッチ

中央鏡扉

収納トレイ

品番表示ラベル
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「くもり止めコート」のしくみ

「くもり止めコート」について
・「U｣ が付いている品番のみ。
・3面鏡は中央の鏡のみ。

洗面室の水蒸気が鏡の表面に
付着して光が水滴で散乱して、
くもる。

鏡表面に『吸水性』と『親水性』の２つの性質を持つ柔らかい樹脂膜がコーティングしてあり、
鏡がくもりにくくなっています。

●浴室の蒸気などが急激に付着すると鏡像がゆがんで見えたり、くもりが発生したりすることがあります。
くもりが発生した場合は、柔らかいきれいな布で軽く拭いてください。

●キズや色がついた所は強くこすらない。
　※キズの部分からコーティングがはがれる恐れがあります。

●鏡表面にテープ、シールなど粘着性のあるものやジェル状の飾り、吸盤などを貼らない。
※表面が変色（着色）し、取れなくなります。

●毛染液・化粧品・液体うがい薬などがつかないように注意する。
※表面が変色（着色）し、取れなくなります。

●「くもり止めコート」は鏡表面に柔らかい樹脂膜を
コーティングしているため、端部に凹凸があります。

従来の鏡 くもり止めコート付の鏡

研磨剤入りの洗剤や固い布・ナイロン
たわしなど使用しない。
※表面にキズがつく恐れがあります。

ご使用時の注意

■毎日のお手入れ
鏡表面を柔らかいきれいな布で水拭きした後、乾いた柔らか
いきれいな布で水分を取ってください。

■週１回のお手入れ
柔らかいきれいな布に約５倍に薄めた食器用中性洗剤（透明）
を含ませてしぼり、鏡表面の汚れを軽く拭いてください。

・変色した場合…食器用中性洗剤（透明）を染み込ませたコットンを1～2時間貼り付けた後、水を含ませた
柔らかいきれいな布で軽く拭くことで薄くすることができます。

・歯磨き粉が付いた場合…水を含ませた柔らかいきれいな布で軽く拭いてください。

お手入れ方法

鏡表面が変色・変形・キズがついた場合補修できませんので、
有料修理による部品交換（1・2面鏡の一部商品では本体交換）になります。

食器用中性洗剤に含まれる界面活性剤
がくもり止め効果をより長持ちさせます。

洗面室の水蒸気をくもり止め
コートが吸収し、光が散乱しに
くく、くもりにくくする。

水分が飽和しても表面に水膜
をつくるため、光が散乱しにく
く、くもりにくくする。

水膜



安全上のご注意

絵表示について

ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
ここに示した注意事項は、状況によって重大な結果に結び付く可能性があります。
いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を次の表示マークで区分し、説明しています。

お守りいただく事項の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。

取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う危険な
状態が生じることが想定されます。

取扱いを誤った場合に、使用者が軽傷を負うかまたは物的損害
のみが発生する危険な状態が生じることが想定されます。

「注意しなさい！」（上記『警告』『注意』と併用して注意をうながす
記号です。必ずお読みになり、記載事項をお守りください。）

「してはいけません！」（一般的な禁止記号です。）

「分解してはいけません！」

「指示した場所に触れてはいけません！」

「指示通りにしなさい！」（一般的な行動指示記号です。）

「電源プラグをコンセントから抜いてください！」

表示マークについて



使用の中止

●改造や修理技術者以外による分解・修理を行わない。
　※感電や発熱・発火による火災の恐れがあります。

●スイッチやコンセント、電源プラグなどの電気部品に水をかけない。また、ぬれた手で触らない。
　※漏電や感電の恐れがあります。
　※水がかかったら必ずスイッチを「切」にして電源プラグを抜き、乾いた布で水分を拭き取ってから使用してください。

コード部分
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●照明（LED電球）を交換する場合は必ず照明スイッチを切ってから行ってください。
　（照明の交換については、　 　　　　「長くお使いいただくために」をご覧ください。）
　※ヤケド、感電の恐れがあります。

照明

全体

電源

次のような異常があった場合は、ただちに使用を中止し、点検・修理を依頼してください。
※使用を続けると、より大きな損害を引き起こしたり、ケガをしたりする恐れがあります。

　●商品がガタつく、破損や故障した。
　●蝶番（ヒンジ）付近のガタツキが大きくなった。
　●蝶番の動きが悪くなった（開閉が急に固くなった、急に緩くなった。）
　●蝶番付近の樹脂（プラスチック）が割れている。

●電源プラグをコンセントに接続する際は、コード部分の黒いラインが入って
　いる側の刃（アース側）をコンセントの長穴（アース側）に合わせて差し込ん
　でください。
　※刃を逆向きに接続した状態で照明を交換しソケット部分が触れると、感電の恐れがあり
　　ます。
●電源プラグは必ず先端のプラグ部分を持って引き抜いてください。
　※コード部分を引っ張ると、感電やショート・発火による火災の恐れがあります。
●電源プラグは定期的にコンセントから抜いて、乾いた布でホコリや湿気を拭き取ってください。
　※電源プラグの刃間にホコリや湿気がたまると、トラッキングにより発熱・発火し、火災になる恐れがあります。
●ドライヤーなど電気器具の電源プラグは、使用後必ずコンセントから抜いてください。
　※差したままにすると、電源プラグの刃間にホコリがたまり火災になる恐れがあります。
　※差したまま収納すると、スイッチが不意に入り、発熱・発火し、火災になる恐れがあります。
●コンセントは使用電力の合計が1300Wを超えないように使用してください。
　※ミラーキャビネットの配線が発熱・発火し、焼損の恐れがあります。

　※使用中止の際には、必ず照明を切り、電源プラグを抜いてください。
　※点検・修理については、　11ページ 「アフターサービスについて」をご覧ください。

●ベンジンやシンナーなどの有機溶剤を使用しない。
　洗剤類、薬剤はそれぞれ使用上の注意に従うこと。
　※誤った使用により商品が変形・破損し、ケガをする恐れがあります。

●除光液やクレンジングなどの化粧品、整髪料、毛染剤、芳香剤、うがい薬、漂白剤、
　酸性洗剤などが付着した場合は、すぐに拭き取ってください。
　※化粧品や洗剤の中には樹脂（プラスチック）に悪影響を与えるものがあります。
　※放置すると表面が変色や劣化したり、ヒビ割れや変形が発生して部材が破損・落下し、ケガを
　　する恐れがあります。
　※くもり止めコートの鏡ではくもり止め効果が低下する場合があります。



鏡扉、蝶番、収納トレイ
●３面鏡をご使用の際、中央鏡扉と袖鏡扉を同時に開けない。
　※扉同士が接触して、破損し、ケガをする恐れがあります。

●鏡扉を開閉する際、蝶番（ヒンジ）付近に指を近づけない。
　※指をはさみ、ケガをする恐れがあります。

●収納トレイに物を載せすぎない。
　※破損や落下により、ケガをする恐れがあります。
　※許容積載量は10cm×10cm（100cm2）あたり0.5kgまでです。
　※許容積載量は底面に平均的に物を載せた場合の値です。

●鏡や本体に市販のフック吸盤などを取り付けない。
　※本体の破損や取付物の落下により、ケガをする恐れがあります。
　　鏡が変色・変形する恐れがあります。

●鏡に手をついたり、たたいたりしない。
　※無理な力をかけると鏡の割れや脱落により、ケガをする恐れがあります。

●鏡に直接水をかけない。
　※漏水や鏡の腐食の原因になります。

●鏡扉の角に腕をぶつけないように注意してください。
　※ケガをする恐れがあります。

照明
●照明器具に水をかけない。
　※LED電球が割れ、ケガをする恐れがあります。

●照明器具にタオルなどをかけない。
　※加熱して火災になる恐れがあります。

●LED電球の点灯中および消灯直後は、LED電球や照明カバーに触らない。
　※LED電球や照明カバーが熱くなっており、ヤケドをする恐れがあります。
　　LED電球の交換は照明器具が十分冷めてから行ってください。

●照明カバーを外したまま使用しない。
　※LED電球が割れたとき、ケガをする恐れがあります。

●照明器具にぶら下がったり、力を加えたりしない。
　※落下・破損して、ケガをする恐れがあります。

●LED照明部を長時間直視しない。
　※目を傷める恐れがあります。

●蝶番（ヒンジ）に油をささない。
　※潤滑油が本体の樹脂（プラスチック）に付着すると劣化やヒビ割れが生じて、
　　鏡扉が落下し、ケガをする恐れがあります。

10cm

10cm

0.5kgまで
蝶番

●電源は必ず適正配線された交流１００Ｖコンセントを単独で使用してください。
　※発熱や発火による火災の恐れがあります。

電源

●電源コードは束ねたまま使用しない。必ず伸ばした状態で使用してください。
　※発熱や発火による火災の恐れがあります。



●直射日光やスポット照明、殺菌灯などを直接当てないでください。
　※本体が変色や変形する場合があります。カーテンなどで必ずさえぎってください。
●ヒーターなどの暖房機器やタバコ・マッチなどの火気を近づけないでください。
　※変形やコゲ跡が付く場合があります。
●ヘアードライヤーなどの熱風を当てないでください。
　※本体が変形・変色する場合があります。
●ミラーキャビネットの上に物を載せないでください。
　※本体が破損や変形する場合があります。
●ヘアピンやカミソリの刃などの金属類を放置しないでください。
　※本体にサビが付着して取れなくなる場合があります。
●鏡に冷水や熱湯をかけないでください。
　※急激な温度変化により、鏡が破損する場合があります。
●収納トレイにつかまったり、強く引っ張ったりしないでください。
　※破損や変形の原因となります。
●本体底面の収納トレイは必ず所定の位置に取り付けてください。。
　※収納物の落下を防ぐ役割があります。所定の位置にないと、収納物が落下しやすくなります。

使用時のご注意

ご使用方法

故障をおこさないためにお守りください

扉が出すぎている場合
マグネットキャッチを右に回し、
奥に入れます。

扉がきちんと閉まらない場合
マグネットキャッチを左に回し、
手前に出します。

※上下方向の傾きも調節してください。



収納トレイ

隙間

鏡（くもり止めコートではない場合）

本体・収納トレイ・照明カバー

収納トレイを丸洗いした際は、よく
すすいで乾燥させてから取り付けて
ください。
※洗剤が残っていると、収納トレイが破損
　する恐れがあります。

●本体や収納トレイをお手入れする際は、収納物や収納トレイを取り出してください。
●照明カバーをお手入れする際は、照明スイッチを切り、照明カバーを取り外してください。
　※落下により洗面ボウルが割れたり、収納トレイや照明カバーが破損したりして、ケガをする恐れがあります。
　※収納トレイ・照明カバーの取外し方法は 8ページ をご覧ください。

洗剤類、薬品はそれぞれの「使用上の注意」を守って使用してください。
※誤った使用により商品が破損し、ケガをする恐れがあります。

お掃除方法

●お手入れの際、次のものは使用しないでください。
　•シンナーなどの有機溶剤や薬品、除光液、オレンジオイル配合の洗剤
　　※樹脂（プラスチック）表面にヒビ割れや変形が発生する場合があります。
　•酸性、アルカリ性、塩素系の洗剤
　　※表面が変色・劣化したり、金属部にサビが発生する場合があります。
　•研磨力の強いクレンザーや固いナイロンスポンジ
　　※キズがつく場合があります。
●お手入れに使う布はやわらかいきれいなものを使用してください。
　　※古い固くなった布やトイレットペーパーを使うとキズがつく場合があります。

・照明カバー

本体の樹脂（プラスチック）に発生する波紋状の黒ずみは、空気中の
ホコリが静電気により付着したものです。から拭きすると静電気が起
こりやすいので住宅用洗剤でのお手入れをおすすめします。

拭き取ります。

拭き取ります。

お
掃
除
方
法

拭き取ります。

くもり止めコート付



＜取外し方法＞
収納トレイ前面の両端を親指で押上げ
ながら、手前に引き、取り外します。

収納トレイ後面が本体奥の穴に入り込
むまで、しっかり差し込んでください。

＜取付方法＞

収納トレイを着脱する際、鏡扉の開き角度
を90度にすると着脱しやすくなります。

お
掃
除
方
法

　収納トレイは確実に奥まで差し込み、収納トレイがガタツキなく、しっかり取り付けられていることを確認
　のうえ使用してください。
　※差込みや取付けが不十分だと、収納物や収納トレイが落下し、破損やケガをする恐れがあります。

■照明カバーの取付・取外し方法

■収納トレイの取付・取外し方法

照明カバーのツメを本体穴に入れ、「カチッ」と
音がするまで下にスライドしてください。

＜取付方法＞

上にスライドし、止まったら手前に
引いて外します。

＜取外し方法＞

照明カバーは確実に取り付ける。
※照明カバーが落下して破損やケガの恐れがあります。



照明を交換する場合は必ず照明スイッチを
切ってから行ってください。
※ヤケド・感電の恐れがあります。

指定ワット数・形状のものを使用してください。
※ワット数や形状が大きいと発火する恐れがあり
ます。

●LEDは約4万時間の点灯で約70％の照度となります。（無償保証時間とは異なります。）
※LED照明が点灯しなくなった場合は、LED電球を交換してください。それでも点灯しない場合は、11ページの「アフター
サービスについて」をご覧のうえ、修理・交換をご依頼ください。

●LED電球にはバラツキがあるため、光色・明るさが異なる場合があります。

●必ずランプ交換前に製品の品番（数字の後※カッコ内の文字は除く）をご確認ください。

LED電球の交換

（※品番は、 1ページ 「品番を調べる」をご覧ください。）

照明スイッチを切ります。

「J」が付く場合 •一般電球形LED電球　100V 40W形相当　口金E26
•外形60mm以下、長さ120mm以下

適合ランプ 適合品番例品番

LDA4D

※上記以外のランプに交換する場合は、ランプの説明書に従ってください。
※白熱ランプは使用できません。
※LED電球は光の広がり方（配光）に特徴がありますので、LED電球の注意書きをよくご確認の上、購入
　ください。
※片側だけ交換する場合は、ランプの品番をご確認の上、同じ仕様のものを取り付けてください。
※LED電球はいずれの光源色（昼白色、昼光色、電球色）も取付可能ですが、光源色により
　色合い、明るさが異なります。

■LED電球の交換

LED電球の温度が十分下がったことを確認し、左に
回してソケットからLED電球を外します。

⑤ スイッチを入れ、LED電球が点灯することを確認します。
　 スイッチを入れてもLED電球が点灯しない場合は、 10ページ 「故障かな？と思ったら」を
　 ご覧ください。　　　　　

ゆるむ

しめる

④ 外したときと逆の手順でLED電球を取り付け、照明カバーを取り付けます。　

② 照明カバーを取り外します。　　　　
照明カバーの取外し方法は、 8ページ をご覧ください。　　　　　



LIXIL修理受付センターに修理・交換を依頼する

LED照明の使用時間が
長い

LED照明が暗い・点灯しない

LED電球を交換してください

LED電球をソケットにしっかり
はめる

LED電球がソケットに
しっかりはまってない

染み込ませた

6

6

1

お掃除方法を
お掃除をする

扉がガタつく



（分解禁止）

（必ず実行）

（必ず実行）

10
取扱店またはLIXIL修理受付センター

電球などの消耗品



●LIXIL修理受付センター

お求めの取扱店またはLIXIL修理受付センターに

お客さまからご連絡いただく氏名や住所などの個人情報は、商品の点検修理にのみ利用し管理
いたします。
なお、これらの業務に携わる協力会社へもお客さまの個人情報を開示することがありますが、弊
社と同等の管理をいたします。

http://www.lixil.co.jp/support/

←

←

お求めの取扱店またはLIXIL修理受付センターに連絡してください。
●お求めの取扱店（保証書に表示）

10

連絡していただきたい内容

9 : 00～19 : 00 （365日受付）



LED電球 40W形 4.4W×2
または

LED電球 40W形 4.2W×2

AC100V　50Hz／60Hz
（定格消費電力 8.8W または 8.4W）

色

本体

収納トレイ
ホワイト

MPV1-753TXJ(U)(-G) MPV1-753TYJ(U)(-G)

750×170×1000 750×170×930

Uあり…中央鏡：くもり止め仕様
Uなし…防湿仕様 3

袖鏡：防湿仕様

5 5

LIXILパーツショップ水まわり部品販売の宅配サービスにて承ります。

0120-126-015
（ ）

オプション品・交換部品の名称と品番が不明のときは、当社お客さま相談センターにおたずねください。

（土・日・祝日、夏期・年末年始の休みを除く）

オプション品・

取扱店

取扱店

指定

廃棄について

BM-MDA-225 BM-MDA-300

トレイ225×4、トレイ300×3



LIXIL修理受付センター

MPV（1）シリーズ 3面鏡



GMB-0439(20055)

TEL 0120-179-400
FAX 0120-179-430

夏期、

TEL 0120-179-411
FAX 0120-179-456

http://www.lixil.co.jp/

お求めの取扱店または
LIXIL修理受付センター

取扱店またはLIXIL修理受付センターに

http://www.lixil.co.jp/support/

ガタツキ

ガタツキ

ガタツキ

9 : 00～19 : 00（365日受付）
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